
製品の特性上、ご併用いただく際は、「2時間以上間隔をあける」ことをお勧め
します。より良い消化効率を鑑みたものですので、間隔をあけることが難しい
場合は同時併用していただいても差し支えありません。

株式会社ウーリー

https://wooly.co.jp

〒192-0153
東京都八王子市西寺方町1195-1

弊社製品「アクティブ.E」との併用時の注意点
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NET125g

NET150錠

NET150g／450g

ワンランク上の健康ケアに

うさぎの乳酸菌 LAB

乳酸菌粉末／乳酸菌粉末（うさぎ由来）／アップルファイバー／
脱脂米糠／オリゴ糖原材料

成　分
粗たんぱく質
粗 脂 肪
粗 繊 維
粗 灰 分

15.0％以上
0.3％以上
3.6％以下
7.0％以下

水 分
カ ル シ ウ ム
リ ン

10.0％以下
0.3％以上
0.5%以上

与え方の目安：体重１kgにつき２g ／日 

うさぎの乳酸菌 + スウィートフレーバータイプ

選ばれ続けている定番の乳酸菌

乳酸菌粉末／コーンスターチ／小麦粉／オリゴ糖／食物繊維
原材料

成　分
粗たんぱく質
粗 脂 肪
粗 繊 維
粗 灰 分

12.0％以上
0.3％以上
3.6％以下
7.0％以下

水 分
カ ル シ ウ ム
リ ン

10.0％以下
0.35％以下
1.5%以下

※スウィートフレーバータイプには､上記原材料に加え
　ヨーグルトフレーバーを配合しています。

与え方の目安：体重１kgにつき1～２g／日 

やわらかくて食べやすい錠剤タイプ

うさぎのやわらか乳酸菌 

乳酸菌／アップルファイバー／乳糖／食物繊維（セルロース）原材料

成　分
粗たんぱく質
粗 脂 肪
粗 繊 維
粗 灰 分

0.9％ ±0.5％
5.2％ ±0.2％
6.3％ ±0.5％
0.4％ ±0.2％

水 分
カ ル シ ウ ム
リ ン

3.4％ ±0.3％
0.018％ ±0.002％
0.025％ ±0.002％

与え方の目安：体重１kgにつき1錠／日

厳選素材へ

アップグレード
厳選素材へ

アップグレード

NEWNEW   
分離･培養した “うさぎ由来の乳酸菌” を不活性化させ、

複数種の免疫試験データから「どのくらいの菌数が、うさぎの免疫系に作用する

か？」を丁寧に確認し、一日あたりの適切な摂取菌数を決定し配合しています。

うさぎの免疫力維持をサポートする“ウーリーだけの乳酸菌”を配合した製品です。 
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うさぎ由来の乳酸菌
誕生

ウーリー独自の

免疫力維持をサポート
うさぎに最適な菌数を配合

乳酸菌イメージ
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免疫力維持のために、
最適な菌数を科学的に決定

免疫力維持のために、
最適な菌数を科学的に決定

免疫力維持のために、
最適な菌数を科学的に決定

ウーリーだけの乳酸菌を、うさぎの免疫力へ。

免疫力とは免疫力とは

体内には、細菌やウイルスなどの外敵から身を守る「免疫」の仕組みがあります。

特にうさぎは消化器官がデリケートでストレスの影響を受けやすく、体調変化も急に出やすいため、

日頃から免疫力を維持することが重要です。

共同研究
日本獣医生命科学大学
共同研究

うさぎ由来の乳酸菌うさぎ由来の乳酸菌
日本獣医生命科学大学

®®

健康な免疫力の維持に。

腸の健康維持に。



   
分離･培養した “うさぎ由来の乳酸菌” を不活性化させ、

複数種の免疫試験データから「どのくらいの菌数が、うさぎの免疫系に作用する

か？」を丁寧に確認し、一日あたりの適切な摂取菌数を決定し配合しています。

うさぎの免疫力維持をサポートする“ウーリーだけの乳酸菌”を配合した製品です。 

うさぎの腸内には、
まだ知られていない世界がある

４年間にもおよぶ、日本獣医生命科学大学との共同研究で

見えてきた「うさぎのこと」

４年間にもおよぶ、日本獣医生命科学大学との共同研究で

見えてきた「うさぎのこと」

４年間にもおよぶ、日本獣医生命科学大学との共同研究で

見えてきた「うさぎのこと」

うさぎの腸は非常に長く、部位によって環境が大きく異なります。

研究当初は、「うさぎの腸内には乳酸菌はいない」と言われることもありました。

しかし、大学の先生方と議論を重ね、丁寧に調査していくことで、

ついにうさぎの持っている乳酸菌を分離することに成功しました。
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免疫力維持のために、
最適な菌数を科学的に決定

免疫力維持のために、
最適な菌数を科学的に決定

免疫力維持のために、
最適な菌数を科学的に決定

うさぎ由来の乳酸菌
日本獣医生命科学大学との共同研究で発見

ウーリーだけの発見を、うさぎの免疫力へ。

免疫力とは免疫力とは

体内には、細菌やウイルスなどの外敵から身を守る「免疫」の仕組みがあります。

特にうさぎは消化器がデリケートでストレスの影響を受けやすく、体調変化も急に出やすいため、

日頃から免疫力を維持することが重要です。

腸内環境の強い味方、善玉菌。

フェカリス菌・有胞子菌・ビフィズス菌

生きた3種類の善玉菌をプラス

腸の役割は食べ物を消化するだけでなく、免疫細胞が集まる器官であり、身体全体の健康と深く

関わっています。 元気な毎日のためには、腸内を「善玉菌優位な状態」に保ちたいもの。

しかしながら、食事内容や飼育環境、加齢などの影響によって腸内細菌のバランスは日々変動して

います。

そこで大切になるのが「善玉菌」です。 

善玉菌は腸内環境を整える中心的な存在であり、健康維持を助けてくれる心強い味方です。

毎日の補給で腸内を善玉菌が優位な状態に保つことが大切です。 

定着しなくても腸内環境を整える働きは期待でき、継続摂取が健康維持に役立ちます。

（イメージ）

健やかな腸内環境

『善玉菌』が優位な状態

全身の健康維持に！

毎日の『善玉菌』の応援に、ぜひ継続しての補給をオススメします。

従来の「うさぎの乳酸菌」シリーズでも大活躍

うさぎに適した素材を厳選
より自然で、より消化に負担の少ない素材を厳選しました。

おいしく乳酸菌が摂取できるよう嗜好性をアップ
安定した食べる量が確保できるよう、美味しさを追求し、

毎日自然な形で乳酸菌を摂取できるように配慮しました。

新しくなったうさぎの乳酸菌LAB  は、

うさぎにとって、より良い素材へ進化しました。

新しくなったうさぎの乳酸菌LAB  は、

うさぎにとって、より良い素材へ進化しました。

１日でも長く、健康的で愛らしいうさぎたちと共に過ごせますように。

健康な腸内環境が免疫力の維持に。健康な腸内環境が免疫力の維持に。

免疫細胞の多くは腸に存在しているため、腸内環境が整うことは、免疫力の維持に直結します。

腸内のバランスが乱れると、免疫の働きも弱まりやすくなります。

そのため、腸内環境を支える乳酸菌（善玉菌）は、“免疫力の土台を整える存在” として注目されて

います。

他にも

3種類の
善玉菌

うさぎ由来の
乳酸菌

腸内環境と免疫力の

Wサポート

NEWNEWNEWNEWNEWNEW

うさぎ想いの素材へリニューアル


